
■CI-NET利用サービスに関する適合性試験チェックシート①
2025年04月01日 制定

CI-NET
サービス

CI-NET
限定型

サービス

1 1二方式の情報伝達手段
を採用した経緯

― ―

2 2二方式の情報伝達手段
の特長

― ―

3 1前提条件 ― データ送信手段に電子メールを使用すること
一つの電子メールには最大一つのメッセージ（CI-NET形式データ）
を格納すること

4 2通信プロトコル ― CI-NET LiteSのデータ送受信は、電子メール方式（SMTP）により行う
こと

5 3電子メールへのデータ格
納方法

― 実装規約 情報伝達規約に準拠すること

6 3.2.メール・ヘッダ ― 実装規約に記載のデータ格納構造に準拠すること
7 3.3.シングル・パートMIME

ラッピング部
― 電子証明書識別情報、共通鍵、暗号化データ部をASN.1形式でカプセ

ル化したデータをBase64エンコード

8 4暗号化アルゴリズム ― 実装規約に記載の暗号化アルゴリズムに準拠すること
9 5電子証明書 ― CI-NET LiteSで使用する電子証明書はISO/IEC規定のX.509

Version3フォーマットを使用すること

10 6留意事項 ― 実装規約 情報伝達規約に準拠すること
11 1前提条件 ― データ送信手段にebMS2.0を採用すること

一つのebMSペイロードに複数ののメッセージ（CI-NET形式データ）
を格納可能とすること
CI-NET形式データ以外のデータ（以下「技術データ 」という。）を
ebMSペイロードに格納して送信する場合、圧縮して送信すること

12 2通信プロトコル ― ebMS 処理方式の通信プロトコルには、ebXML Message Service
v2.0 およびebXML CPPAv2.0 を採用すること

13 3データ格納方法 ― ebMS2.0 のメッセージフォーマットは、0に示すとおり、SOAP
Messages with Attachments仕様に準拠した構造を持つこと

14 3.1.HTTPヘッダ ― 実装規約に記載のHTTPヘッダを記述すること
15 3.2.ヘッダコンテナ ― 実装規約に記載のMIMEヘッダ、SOAPヘッダ、SOAPボディを記述

すること

16 3.3.ペイロードコンテナ ― 送受信するデータ部分であり、複数のデータをMIMEで送信できる。
XML以外のデータも送信可能とすること

17 4暗号化アルゴリズム ― 実装規約に記載の暗号化アルゴリズムに準拠すること
18 5電子証明書 ― CI-NET LiteSで使用する電子証明書はISO/IEC規定のX.509

Version3フォーマットを使用すること

19 6留意事項 ― 実装規約 情報伝達規約に準拠すること
20 I. シンタック

スルール
1 シンタックスルール ― CIIシンタックスルールVer.1.51を使用すること

21 1データ交換手順 受注者が見積依頼に対して回答する場合、「建築見積回答メッ
セージ」により、見積価格などを回答することができること

22 2メッセージ ―
23 2.1.メッセージのキー項目 発注者、受注者が送信、受信したメッセージを特定するために、取

引、帳票種類、同一帳票を複数回送信した場合の識別をメッセー
ジ上に表現すること

24 2.2.メッセージの使用デー
タ項目
 ※「適合性試験チェック
シート②　メッセージごとの
使用データ項目」を参照

メッセージごとの使用データ項目が、「B.Ⅸ．メッセージごとの使用
データ項目」に準拠していること

25 2.3.データ項目定義と運用
の詳細

各メッセージで使用するデータ項目が、実装規約に記載のものと
あっていること

26 3建築見積依頼・回答メッ
セージの作成方法

―

27 3.1.中間ファイルとは ―
28 3.2.建築見積中間ファイル

の種類
見積システムから建築見積依頼・回答メッセージ（CI-NET形式ファ
イル）を作成する際に、実装規約に記載の3通りの方法となってい
ること

29 3.3.建築見積中間ファイル
のフォーマット

実装規約に記載の(1) BCS.CSV互換中間ファイル、(2) CI-NET
LiteS互換中間ファイルとなっていること

30 3.4.二種類の中間ファイル
の相互変換方法

BCS.CSV互換およびCI-NET LiteS互換の両中間ファイルの相互
変換処理は、おおよそ実装規約に記載の通りとなっていること。ま
た、両ファイルでフィールド・セパレータが異なる（カンマ区切りとタ
ブ区切り）点にも対応していること

実装規約を確認後し
た場合、｢○｣を記載

チェック内容
項目

CI-NET LiteS実装規約（目次）に倣う
No.

A. 情報伝達規約

A-1. 情報伝達規約（電子
メールの場合）

A-2. 情報伝達規約（ebMS
の場合）

B. 情報表現
規約

Ⅱ. 建築見
積メッセージ

｢－｣は対象外
を示す。
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実装規約を確認後し
た場合、｢○｣を記載

チ ク内容
項目

 
N 31 1データ交換手順 受注者が見積依頼に対して回答する場合、「設備見積回答メッ

セージ」により、見積価格などを回答することができること

32 2メッセージ ―
33 2.1.メッセージのキー項目 (1) 取引を特定するデータ項目、(2) 同一取引における帳票種類の

区分、(3) 同一取引、同一帳票種類における複数のメッセージの識
別が実装規約の記載にあっていること

34 2.2.メッセージの使用デー
タ項目
 ※「適合性試験チェック
シート②　メッセージごとの
使用データ項目」を参照

メッセージごとの使用データ項目が、「B.Ⅸ．メッセージごとの使用
データ項目」に準拠していること

35 2.3.データ項目定義と運用
の詳細

各メッセージで使用するデータ項目が、実装規約に記載のものと
あっていること

36 1データ交換手順 受注者が見積依頼に対して回答する場合、「設備機器見積回答
メッセージ」により、見積価格などを回答することができること

37 2メッセージ ―
38 2.1.メッセージのキー項目 (1) 取引を特定するデータ項目、(2) 同一取引における帳票種類の

区分、(3) 同一取引、同一帳票種類における複数のメッセージの識
別が実装規約の記載にあっていること

39 2.2.メッセージの使用デー
タ項目

メッセージごとの使用データ項目が、「B.Ⅸ．メッセージごとの使用
データ項目」に準拠していること

40 2.3.データ項目定義と運用
の詳細

各メッセージで使用するデータ項目が、実装規約に記載のものと
あっていること

41 1データ交換手順 受注者が見積依頼に対してEDIで回答する場合、「購買見積回答
メッセージ」により、見積価格などを回答できること
注者から受けた見積の不採用（注文しないこと）を発注者が受注者
にEDIで通知する場合、「見積不採用通知メッセージ」により、その
旨を通知すること

42 2メッセージ ―
43 2.1.メッセージのキー項目 発注者、受注者が送信、受信したメッセージを特定するために、取

引、帳票種類、同一帳票を複数回送信した場合の識別をメッセー
ジ上に表現すること

44 2.2.メッセージの使用デー
タ項目
 ※「適合性試験チェック
シート②　メッセージごとの
使用データ項目」を参照

メッセージごとの使用データ項目が、「B.Ⅸ．メッセージごとの使用
データ項目」に準拠していること

45 2.3.データ項目定義と運用
の詳細

各メッセージで使用するデータ項目が、実装規約に記載のものと
あっていること

46 1データ交換手順 ―
47 1.1.通常のデータ交換手順 注文請けメッセージでは、確定注文メッセージと共通するデータ項

目については、実装規約に記載の項目を除き、原則として確定注
文メッセージに記載された値と同一内容を記載する。明細情報部
分も、原則として確定注文メッセージの記載内容を変更しないこと

48 1.2.特殊処理のデータ交換
手順

(1)個別契約成立前における、注文申込・注文承諾メッセージ の撤
回・取消、再発行、訂正、(2)個別契約成立後における、注文契約
の変更、解除、打切は、実装規約に記載の交換手順とすること

49 1.3.データ交換における留
意事項

―

50 2メッセージ ―
51 2.1.メッセージのキー項目 発注者、受注者が送信、受信したメッセージを特定するために、取

引、帳票種類、同一帳票を複数回送信した場合の識別をメッセー
ジ上に表現すること

52 2.2.メッセージの使用デー
タ項目
 ※「適合性試験チェック
シート②　メッセージごとの
使用データ項目」を参照

メッセージごとの使用データ項目が、「B.Ⅸ．メッセージごとの使用
データ項目」に準拠していること

53 2.3.データ項目定義と運用
の詳細

各メッセージで使用するデータ項目が、実装規約に記載のものと
あっていること

 

Ⅲ. 設備見
積メッセージ

Ⅴ. 購買見
積メッセージ

Ⅳ. 設備機
器見積メッ
セージ

Ⅵ. 注文メッ
セージ
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実装規約を確認後し
た場合、｢○｣を記載

チ ク内容
項目

 
N 55 1データ交換手順 ―

56 1.1.出来高、請求業務の
データ交換手順

出来高、請求業務のデータ交換手順が、(1) 基本フローの流れに
沿っていること

57 1.2.立替金確認業務の
データ交換手順

立替金確認業務のデータ交換手順が、図B.Ⅶ- 7　立替金確認業
務のデータ交換基本フローに沿っていること

58 1.3.契約打切業務のデータ
交換手順

契約打切業務のデータ交換手順が、(1) 合意による契約打切時の
データ交換手順に沿っていること

注：契約打切業務は、CI-NET実装規約に沿って「Ⅶ．出来高・請
求・立替金・契約打切メッセージ」の群に記載しているが、業務内容
は契約業務に属する。よって、契約業務(メッセージ)のサービスの
開発者（提供者）は、「1.3.契約打切業務のデータ交換手順」に準拠
するものとする。

59 1.4.合意精算業務のデータ
交換手順

合意精算業務を行うにあたっては、「合意打切申込」「合意打切承
諾」メッセージを利用できること

60 2出来高金額、請求金額
算定方法

―

61 2.1.明細出来高の累積査
定方式と当月査定方式

当該出来高、請求メッセージが「累積査定方式」と「当月査定方
式」、いずれの方式によるものかを、メッセージ上の[1312]出来高
査定方式識別コードで示すこと

62 2.2.全体情報部分（鑑）の
出来高金額、請求金額算
定方法

[1109]今回迄累積出来高金額計を求めるまでの手順について、ッ
セージ上の[1313]請求算定方式コードで示すこと

63 3立替金の表記方法 ―
64 3.1.全体情報部分（鑑）の

表記方法
[1088]明細金額計について、調整額、消費税額等を実装規約に記
載のとおり表記すること

65 3.2.明細情報部分の表記
方法

立替の対象となる個々の資材、費用等の内容、また、個々の資
材、費用等の数量、単位、単価、金額を実装規約に記載のとおり
表記すること

66 4メッセージ ―
67 4.1.メッセージのキー項目 発注者、受注者が送信、受信したメッセージを特定するために、取

引、帳票種類、同一帳票を複数回送信した場合の識別をメッセー
ジ上に表現すること

68 4.2.メッセージの使用デー
タ項目
 ※「適合性試験チェック
シート②　メッセージごとの
使用データ項目」を参照

メッセージごとの使用データ項目が、「B.Ⅸ．メッセージごとの使用
データ項目」に準拠していること

69 4.3.データ項目定義と運用
の詳細

各メッセージで使用するデータ項目が、実装規約に記載のものと
あっていること

70 1データ交換手順 ―
71 1.1.支払通知業務のデータ

交換手順
支払通知業務のデータ交換手順が、(1) 基本フローの流れに沿っ
ていること

72 2支払通知に係る内容・金
額の表記方法

―

73 2.1.全体情報部分（鑑）の
表記方法

明細情報部分の個々の請求金額の合計が、それぞれ[1126]今回
支払金額計、[1127]控除・相殺金額明細計であること

74 2.2.明細情報部分の表記
方法

支払通知の対象となる個々の請求、立替等の内容、また、個々の
請求、立替等の金額を実装規約に記載のとおり表記すること

75 3メッセージ ―
76 3.1.メッセージのキー項目 発注者、受注者が送信、受信したメッセージを特定するために、帳

票種類、同一帳票を複数回送信した場合の識別をメッセージ上に
表現すること

77 3.2.メッセージの使用デー
タ項目
 ※「適合性試験チェック
シート②　メッセージごとの
使用データ項目」を参照

メッセージごとの使用データ項目が、「B.Ⅸ．メッセージごとの使用
データ項目」に準拠していること

78 3.3.データ項目定義と運用
の詳細

各メッセージで使用するデータ項目が、実装規約に記載のものと
あっていること

Ⅷ．支払通
知メッセージ

Ⅶ．出来高・
請求・立替
金・契約打
切メッセージ

 

2025/2/21｢打切｣
は契約業務のた
め、その趣旨を
記載。
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実装規約を確認後し
た場合、｢○｣を記載

チ ク内容
項目

 
N 79 1データ交換手順 ―

80 1.1.工事請負契約外取引
業務のデータ交換手順

工事請負契約外取引業務のデータ交換手順が、(1) 基本フローの
流れに沿っていること

81 2契約外請求金額算定方
法

―

82 2.1.明細金額の査定方式 契約外取引業務での個々の資材、工事等の明細査定は、基本的
に「当月査定方式」となっていること

83 3メッセージ ―
84 3.1.メッセージのキー項目 発注者、受注者が送信、受信したメッセージを特定するために、帳

票種類、同一帳票を複数回送信した場合の識別をメッセージ上に
表現すること

85 3.2.データ項目定義と運用
の詳細
 ※「適合性試験チェック
シート②　メッセージごとの
使用データ項目」を参照

メッセージごとの使用データ項目が、「B.Ⅸ．メッセージごとの使用
データ項目」に準拠していること

86 1建築見積・設備見積・設
備機器見積業務のメッ
セージの使用データ項目
一覧表

―

87 2購買見積・注文業務の
メッセージの使用データ項
目 一覧表

―

88 3出来高・請求・立替金お
よび契約打切業務のメッ
セージの使用データ項目
一覧表

―

89 4支払通知業務メッセージ
の使用データ項目一覧表

―

90 5出来高・請求／工事請負
契約外取引の請求メッ
セージの使用データ項目
一覧表

―

Ⅹ.メッセー
ジごとの使
用データ項
目

 

Ⅸ. 工事請
負契約外取
引メッセージ
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■CI-NET利用サービスに関する適合性試験チェックシート②　メッセージごとの使用データ項目
2025年04月01日 制定

審査
項目

データ項目 試験結果(出力)

記載例
［確定注文］の送信 受信確認の受信 ［注文請け］の送信 受信確認の受信

－ C05 発信センタ―コ―ド（標準企業コ―ド（企業識
別コ―ド6桁+枝番6桁））

－
― ―

－ C06 発信者コ―ド
（標準企業コ―ド（企業識別コ―ド6桁+枝番6
桁））

－ 502505000001
：株式会社渋谷建設
東京支店

502505000001
：株式会社渋谷建設
東京支店

－ C08 受信センタ―コ―ド（標準企業コ―ド（企業識
別コ―ド6桁+枝番6桁））

－ 212976000000
：基金ASPサ―ビス株
式会社

212976000000
：基金ASPサ―ビス株
式会社

－ C09 受信者コ―ド（標準企業コ―ド（企業識別コ―
ド6桁+枝番6桁））

－ 212939000000
：高尾産業株式会社

212939000000
：高尾産業株式会社

全体情報部分 1 データ処理Ｎｏ． 受信者での受信データの処理順序を示す番号。受信者
は、受信データをこの番号の昇順に処理すること。

1 1

全体情報部分 2 情報区分コード 情報の種類を示すコード。 0502 0506
全体情報部分 3 データ作成日 メッセージデータを作成した年月日。 20020927 20020927
全体情報部分 4 発注者コード 注文を行う側の企業およびその事業所・担当部署・作

業所などを示す標準企業コード。
502505006500
：株式会社渋谷建設
東京支店

502505006500
：株式会社渋谷建設
東京支店

全体情報部分 1310 発注者適格請求書発行事業者登録番号 国税庁の定める適格請求書等保存方式に基づき、税
務署長に申請して登録を受けた課税事業者である「適
格請求書発行事業者」の登録番号。

1 1

全体情報部分 5 受注者コード 注文を受ける側の企業およびその事業所・担当部署・
作業所などを示す標準企業コード。

502505887766
：高尾産業株式会社

502505887766
：高尾産業株式会社

全体情報部分 1309 受注者適格請求書発行事業者登録番号 国税庁の定める適格請求書等保存方式に基づき、税
務署長に申請して登録を受けた課税事業者である「適
格請求書発行事業者」の登録番号。

－ －

全体情報部分 1197 サブセット・バージョン メッセージサブセットの版。 ORDERS02.20 ORDRSP02.20
全体情報部分 1198 契約変更識別コード 契約変更申込メッセージおよび契約変更承諾メッセー

ジにおいて、変更、解除、打切等の別を表す共通コー
ド。

－ －

全体情報部分 9 訂正コード 情報の新規・一括変更・全文取消・一部変更を示すコー
ド。

1 1

● 全体情報部分 1006 工事コード 工事場所、受渡し場所、原価管理上の区分などを示す
コード。

016081789012
：ＣＩ－ＮＥＴ共済組合会
館（仮称）建築工事

016081789012
：ＣＩ－ＮＥＴ共済組合会
館（仮称）建築工事

全体情報部分 1306 変更工事コード 施工場所、受渡し場所、原価管理上の区分などを示す
コード。必要データ項目である[1006]工事コードと意味
合いは同一であるが、[1006]工事コードだけでは足りな
い場合に使用する。

－ －

全体情報部分 1007 帳票Ｎｏ． 帳票の番号。 01161678901234 01161678901234

全体情報部分 1300 注文番号枝番 注文番号の枝番号。追加工事等の際、元工事との関係
を示すために注文番号は元工事と同一とし、注文番号
枝番を付与することで元工事と識別するために使用す
る。

－ －

全体/明細 シ―ケン
ス番号/タ

グNo.

項目名 摘要

●：審査する最
小限の審査項目
は、建設業法第
19条第１項の規
定に基づき契約
書面に記載しな
ければならない
事項を対象とす
る。工事内容
は建設業法第
20条第4項の
趣旨による。

5/22



記載例
［確定注文］の送信 受信確認の受信 ［注文請け］の送信 受信確認の受信

全体/明細 シ―ケン
ス番号/タ

グNo.

項目名 摘要

● 全体情報部分 1008 帳票年月日 帳票に記載する年月日。例として、見積依頼メッセージ
においては見積を依頼した年月日を、見積回答メッセー
ジにおいては見積を回答した年月日を表す。

20020927 20020927

全体情報部分 1009 参照帳票Ｎｏ． 注文番号・契約番号など、取引を特定するための参照
帳票の番号。

－ 01161678901234

全体情報部分 1010 参照帳票年月日 注文番号・契約番号など、取引を特定するための参照
帳票に記載された年月日。

－ 20020927

全体情報部分 1181 帳票名称 伝送するメッセージデータの名称。 － －
全体情報部分 1303 注文番号 個別注文契約の管理番号。 － －
全体情報部分 1301 参照帳票No.2 取引を特定するために補助的に参照する帳票の番号。 91161678901234 91161678901234

全体情報部分 1304 参照帳票No.3 取引を特定するために補助的に参照する帳票の番号。 － －

全体情報部分 1023 受注者コード２（発注者採番） 発注者が定めた受注者の識別コード。 1234567890 1234567890
● 全体情報部分 1046 取引件名（注文件名）コード 発注工事の種別を示す作業コード・納入物品の種別を

示す品目コードなど取引件名の種別を表すコード。
12345678 12345678

全体情報部分 1191 原価要素名 原価管理上の要素名。 外注 外注
全体情報部分 1192 原価要素コード 原価管理上の要素コード。 12345 12345
全体情報部分 1193 原価科目名 原価管理上の科目名。 金属工事 金属工事
全体情報部分 1194 原価科目コード 原価管理上の科目コード。 40245 40245
全体情報部分 1195 原価細目名 原価管理上の細目名。 金属工事 金属工事
全体情報部分 1196 原価細目コード 原価管理上の細目コード。 40245 40245

● 全体情報部分 1013 受注者名 受注者の名称。 高尾産業株式会社９０
１２３４５６７８９０

高尾産業株式会社９０
１２３４５６７８９０

全体情報部分 1015 受注者代表者氏名 受注者の代表者の氏名。 津久井　太郎 ７８９０１
２３４

津久井　太郎 ７８９０１
２３４

全体情報部分 1017 受注者担当部署名 受注者の事業所・担当部署・作業所などの名称。 受注者担当部署名９０
１２３４５６７８９０

受注者担当部署名高
尾産業株式会社７８９０

全体情報部分 1018 受注者担当者名 受注者の担当者の氏名。 受注者担当者名８９０１
２３４５６７８９０

受注者担当者名８９０１
２３４５６７８９０

全体情報部分 1019 受注者担当郵便番号 受注者の事業所・担当部署・作業所などの連絡用の郵
便番号。

1911234890 10234567890

全体情報部分 1020 受注者担当住所 受注者の事業所・担当部署・作業所などの連絡用の住
所。

東京都千代田区隼町１
－１－５５６７８９０１２３
４５６７８９０

東京都千代田区隼町１
－１－５５６７８９０１２３
４５６７８９０

全体情報部分 1021 受注者担当電話番号 受注者の事業所・担当部署・作業所などの連絡用の電
話番号。(市外局番を含む)

123456789012345 123456789012345

全体情報部分 1022 受注者担当FAX番号 受注者の事業所・担当部署・作業所などの連絡用のＦＡ
Ｘ番号。(市外局番を含む)

123456789012345 123456789012345

全体情報部分 1165 受注者決裁者名 受注者のメッセージデータに対する決裁者の氏名。 津久井　太郎 ７８９０ 津久井　太郎 ７８９０１
２３４

全体情報部分 1166 受注者建設業許可区分・登録コード 建設業法に基づく建設業の許可において、受注者の許
可区分および登録番号を示す。

神奈川県知事一般１２
３４第１２３４５６号

神奈川県知事一般１２
３４第１２３４５６号

全体情報部分 1167 受注者建設業許可工事業種1 建設業法に基づく建設業の許可において、受注者の許
可工事業種を示す。

大工３４５６７８９０１２ 大工３４５６７８９０１２

全体情報部分 1167 受注者建設業許可工事業種2 建設業法に基づく建設業の許可において、受注者の許
可工事業種を示す。

土木３４５６７８９０１２ 土木３４５６７８９０１２

全体情報部分 1167 受注者建設業許可工事業種3 建設業法に基づく建設業の許可において、受注者の許
可工事業種を示す。

とび・土工６７８９０１２ とび・土工６７８９０１２
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記載例
［確定注文］の送信 受信確認の受信 ［注文請け］の送信 受信確認の受信

全体/明細 シ―ケン
ス番号/タ

グNo.

項目名 摘要

全体情報部分 1167 受注者建設業許可工事業種4 建設業法に基づく建設業の許可において、受注者の許
可工事業種を示す。

石工３４５６７８９０１２ 石工３４５６７８９０１２

全体情報部分 1167 受注者建設業許可工事業種5 建設業法に基づく建設業の許可において、受注者の許
可工事業種を示す。

左官３４５６７８９０１２ 左官３４５６７８９０１２

全体情報部分 1168 受注者建設業許可日 建設業法に基づく建設業の許可において、受注者が許
可を受けた年月日を和暦で示す。

平成１４年□４月１０日 平成１４年□４月１０日

● 全体情報部分 1024 発注者名 発注者の名称。 株式会社渋谷建設　東
京支店４５６７８９０１２
３４５６７８

株式会社渋谷建設　東
京支店４５６７８９０１２
３４５６７８

全体情報部分 1005 JV工事フラグ 当該工事の発注者がJVか否かを識別するコード。 0 0
全体情報部分 1003 その他のJV構成企業名1 JV工事の場合、[1024]発注者名以外のJV構成企業名

を示す。
１２３４５６７８９０１２ １２３４５６７８９０１２

全体情報部分 1003 その他のJV構成企業名2 JV工事の場合、[1024]発注者名以外のJV構成企業名
を示す。

－ －

全体情報部分 1003 その他のJV構成企業名3 JV工事の場合、[1024]発注者名以外のJV構成企業名
を示す。

－ －

全体情報部分 1389 発注者代表者役職名 発注者のメッセージデータに対する代表者の役職名。 取締役支店長７８９０１
２３４

取締役支店長７８９０１
２３４

全体情報部分 1026 発注者代表者氏名 発注者の代表者の氏名。 渋谷　弘典６７８９０１２
３４

渋谷　弘典６７８９０１２
３４

全体情報部分 1028 発注者担当部署名1 発注者の事業所・担当部署・作業所などの名称。 発注者担当部署名９０
１２３４５６７８９０

発注者担当部署名９０
１２３４５６７８９０

全体情報部分 1028 発注者担当部署名2 発注者の事業所・担当部署・作業所などの名称。 発注者担当部署名９０
１２３４５６７８９０

発注者担当部署名９０
１２３４５６７８９０

全体情報部分 1029 発注者担当者名1 発注者の担当者の氏名。 発注者担当者名８９０１
２３４５６７８９０

発注者担当者名８９０１
２３４５６７８９０

全体情報部分 1029 発注者担当者名2 発注者の担当者の氏名。 発注者担当者名８９０１
２３４５６７８９０

発注者担当者名８９０１
２３４５６７８９０

全体情報部分 1030 発注者担当郵便番号1 発注者の事業所・担当部署・作業所などの連絡用の郵
便番号。

1518503890 1518503890

全体情報部分 1030 発注者担当郵便番号2 発注者の事業所・担当部署・作業所などの連絡用の郵
便番号。

1518503890 1518503890

全体情報部分 1031 発注者担当住所1 発注者の事業所・担当部署・作業所などの連絡用の住
所。

東京都渋谷区千駄ヶ谷
４ー２５ー２２８９０１２３
４５６７９８９０

東京都渋谷区千駄ヶ谷
４ー２５ー２２８９０１２３
４５６７９８９０

全体情報部分 1031 発注者担当住所2 発注者の事業所・担当部署・作業所などの連絡用の住
所。

東京都渋谷区千駄ヶ谷
４ー２５ー２２８９０１２３
４５６７９８９０

東京都渋谷区千駄ヶ谷
４ー２５ー２２８９０１２３
４５６７９８９０

全体情報部分 1032 発注者担当電話番号1 発注者の事業所・担当部署・作業所などの連絡用の電
話番号。(市外局番を含む)

123456789012345 123456789012345

全体情報部分 1032 発注者担当電話番号2 発注者の事業所・担当部署・作業所などの連絡用の電
話番号。(市外局番を含む)

123456789012345 123456789012345

全体情報部分 1033 発注者担当ＦＡＸ番号1 発注者の事業所・担当部署・作業所などの連絡用ＦＡＸ
番号。(市外局番を含む)

123456789012345 123456789012345

全体情報部分 1033 発注者担当ＦＡＸ番号2 発注者の事業所・担当部署・作業所などの連絡用ＦＡＸ
番号。(市外局番を含む)

123456789012345 123456789012345

全体情報部分 1169 発注者決裁者名1 発注者のメッセージデータに対する決裁者の氏名。 渋谷　弘典６７８９０ 渋谷　弘典６７８９０
全体情報部分 1169 発注者決裁者名2 発注者のメッセージデータに対する決裁者の氏名。 渋谷　弘典６７８９０ 渋谷　弘典６７８９０
全体情報部分 1372 工種・科目コード 帳票データの工種、科目を表すコード。 － －
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［確定注文］の送信 受信確認の受信 ［注文請け］の送信 受信確認の受信

全体/明細 シ―ケン
ス番号/タ

グNo.

項目名 摘要

● 全体情報部分 1042 工事場所・受渡し場所名称 施工場所(納入場所)の工事の正式名称。 ＣＩ－ＮＥＴ共済組合会
館（仮称）建築工事１２
３４５６７８９０１２３４５６
７８

ＣＩ－ＮＥＴ共済組合会
館（仮称）建築工事１２
３４５６７８９０１２３４５６
７８

全体情報部分 1173 工事場所・受渡し場所略称 施工場所(納入場所)の工事の略称。 ＣＩ－ＮＥＴ共済組合会
館３４５６７８９０１２３４
５

ＣＩ－ＮＥＴ共済組合会
館３４５６７８９０１２３４
５

全体情報部分 1016 工事場所・受渡場所郵便番号 施工場所(納入場所)の郵便番号。 1234567890 1234567890
● 全体情報部分 1043 工事場所・受渡し場所住所 施工場所(納入場所)の住所。 工事場所・受渡し場所

住所３４５６７８９０１２３
４５６７８９０

工事場所・受渡し場所
住所３４５６７８９０１２３
４５６７８９０

全体情報部分 1025 工事場所・受渡場所所長名 施工場所(納入場所)の工事の所長名。 工事場所・受渡場所所
長名３４５６７８９０

工事場所・受渡場所所
長名３４５６７８９０

全体情報部分 1027 工事場所・受渡場所担当者名 施工場所(納入場所)の工事の担当者名。 工事場所・受渡場所担
当者名４５６７８９０

工事場所・受渡場所担
当者名４５６７８９０

全体情報部分 1041 工事場所・受渡場所電話番号 施工場所(納入場所)の電話番号。 123456789012345 123456789012345
全体情報部分 1182 工事場所・受渡場所ＦＡＸ番号 施工場所(納入場所)のＦＡＸ番号。 123456789012345 123456789012345
全体情報部分 1371 工事場所・受渡場所所在地コード(JIS) 施工場所(納入場所)が所在する都道府県および市区

町村を表すJISコード(JIS X－0401およびJIS X－
0402)。

－ －

● 全体情報部分 1045 取引件名（注文件名） 発注工事の名称・納入物品の名称など取引の名称。 型枠工事高層棟８９０１
２３４５６７８９０

型枠工事高層棟８９０１
２３４５６７８９０

全体情報部分 1047 受渡し方法 作業所納入・施工・納入施工・係員立ち会いなどの受渡
し方法を文面で示す。

受渡し方法６７８９０１２
３４５

受渡し方法６７８９０１２
３４５

全体情報部分 1379 全体工事開始日 元請負人が注文者から請け負った全体工期の開始年
月日。

－ －

全体情報部分 1380 全体工事終了日 元請負人が注文者から請け負った全体工期の終了年
月日。

－ －

● 全体情報部分 1052 工事・納入開始日 工事・納入の開始年月日｡ 20021001 20021001
● 全体情報部分 1053 工事・納入終了日・納入期限 工事・納入の終了年月日｡ 20021220 20021220

全体情報部分 1139 工期・納期指定 工期・納期に関する条件を文面で示す。 － －
全体情報部分 1044 別途受渡し場所名称 施工場所と納入場所が異なる場合の受渡し場所の名

称。
別途受渡し場所名称０
１２３４５６７８９０１２３４
５６７８９０１２３４５６７８

別途受渡し場所名称０
１２３４５６７８９０１２３４
５６７８９０１２３４５６７８

全体情報部分 1095 別途受渡し場所住所 施工場所と納入場所が異なる場合の受渡し場所の住
所。

別途受渡し場所住所０
１２３４５６７８９０１２３４
５６７８９０

別途受渡し場所住所０
１２３４５６７８９０１２３４
５６７８９０

全体情報部分 1054 契約不適合責任期間 事業者が保証を行う期間を示す。 契約不適合責任期間
901234567890

契約不適合責任期間
901234567890

全体情報部分 1055 精算条件 実測・実教・一式無増減などの種別を文面で示す。 精算条件
9012345678901234567
8901234567890123456
78901234567890

精算条件
9012345678901234567
8901234567890123456
78901234567890

全体情報部分 1056 支払条件マルチ4 支払条件を文面で示す場合のフリーエリア。 支払条件
9012345678901234567
8901234567890123456
78901234567890

支払条件
9012345678901234567
8901234567890123456
78901234567890

8/22



記載例
［確定注文］の送信 受信確認の受信 ［注文請け］の送信 受信確認の受信

全体/明細 シ―ケン
ス番号/タ
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項目名 摘要

全体情報部分 1066 保険条項 労災保険の加入者・費用負担などの保険条項を文面で
示す。

保険条項
9012345678901234567
8901234567890123456
78901234567890

保険条項
9012345678901234567
8901234567890123456
78901234567890

全体情報部分 1069 受注者側見積・契約条件マルチ20 受注者側の見積条件を文面で表す場合のフリーエリ
ア。注文業務のメッセージで使用される場合は、契約内
容の一部を構成する。

受注者側見積・契約条
件２３４５６７８９０１２３
４５６７８９０１２３４５６７
８

受注者側見積・契約条
件２３４５６７８９０１２３
４５６７８９０１２３４５６７
８

全体情報部分 1174 発注者側見積・契約条件マルチ8 発注者側の見積条件を文面で表す場合のフリーエリ
ア。注文業務のメッセージで使用される場合は、契約内
容の一部を構成する。

発注者側見積・契約条
件２３４５６７８９０１２３
４５６７８９０１

発注者側見積・契約条
件２３４５６７８９０１２３
４５６７８９０１

全体情報部分 1175 特記事項マルチ10 契約事項・協定事項など見積条件以外の特記事項を記
入するフリーエリア。

特記事項５６７８９０１２
３４５６７８９０１２３３４５
６７８９０１２３４５６７８

特記事項５６７８９０１２
３４５６７８９０１２３３４５
６７８９０１２３４５６７８

全体情報部分 1176 特記事項２ マルチ20 契約事項・協定事項など見積条件以外の特記事項を記
入するフリーエリアその２。

特記事項２６７８９０１２
３４５６７８９０１２３３４５
６７８９０１２３４５６７８

特記事項２６７８９０１２
３４５６７８９０１２３３４５
６７８９０１２３４５６７８

全体情報部分 1070 見積有効期限年月日 見積書の有効期限の年月日・時分秒。(時分秒について
は省略可)

－ －

全体情報部分 1140 見積有効期間 見積書の有効期間を文面で示す。 － －
全体情報部分 1141 見積提出期限年月日 見積書の提出期限の年月日・時分秒。 － －
全体情報部分 1071 運送費用負担 運送費用の負担者を文面で示す。 運送費用負担７８９０ 運送費用負担７８９０
全体情報部分 1079 基本契約日 基本契約を締結した年月日。 20020105 20020105
全体情報部分 1302 基本契約番号 基本契約の番号。 12345678 12345678
全体情報部分 1312 出来高査定方式識別コード 出来高査定の方法を識別する共通コード。 4 4
全体情報部分 57 消費税コード [1088]明細金額計、[1126]今回支払金額計について消

費税抜き・消費税込みを示すコード。
2 2

全体情報部分 59 課税分類コード 消費税に係る課税・非課税取引を示すコード。 1 1
全体情報部分 1004 消費税率 消費税の税率。パーセント表記。 +010.0 +010.0
全体情報部分 1365 適用課税分類コード 消費税に係る課税・非課税取引を示す課税区分および

軽減税率・経過措置による税率区分を示すコード。
－ －

全体情報部分 1366 適用消費税率 [1365]税別課税分類コードに対応する消費税の税率。
パーセント表記。

－ －

全体情報部分 1397 適用区分別明細金額計 [1097]最終帳票金額(税込今回請求金額計)のうち消費
税別の税抜き金額。

－ －

全体情報部分 1398 適用区分別消費税額 [1097]最終帳票金額(税込今回請求金額計)のうち消費
税別消費税額。

－ －

全体情報部分 1088 明細金額計 [1223]明細金額の合計。 +126500111. +126500111.
全体情報部分 1089 明細金額計調整額 [1088]明細金額計に対する調整額。値引きなどは負号

をつけた金額となる。
-111. -111.

全体情報部分 1090 調整後帳票金額計 [1088]明細金額計＋[1089]明細金額計調整額。 +126500000. +126500000.
● 全体情報部分 1096 消費税額 [1090]調整後帳票金額計(請求書の場合は[1112]今回

請求金額計)に対する消費税の合計。
+12650000. +12650000.

● 全体情報部分 1097 最終帳票金額 [1090]調整後帳票金額計(請求書の場合は[1112]今回
請求金額計)＋[1096]消費税額。

+139150000. +139150000.

全体情報部分 1318 消費税計算区分コード 請求毎､注文毎､納品書毎等での消費税の計算方法を
示すコード。

－ －
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記載例
［確定注文］の送信 受信確認の受信 ［注文請け］の送信 受信確認の受信

全体/明細 シ―ケン
ス番号/タ

グNo.

項目名 摘要

全体情報部分 1014 送り状案内マルチ39 メッセージを送付する際の送り状。 送り状案内
1234567890123456789
0123456789012345678
9012345678901234567
890123456

送り状案内
1234567890123456789
0123456789012345678
9012345678901234567
890123456

全体情報部分 1183 使用メーカー名マルチ10 使用材料の、メーカーの名称。 使用メーカー名５６７８
９０

使用メーカー名５６７８
９０

全体情報部分 1184 使用メーカー見積金額合計マルチ10 [1183]使用メーカー名 で示される、メーカー分の使用材
料の見積金額の合計。

+123456789012. +123456789012.

全体情報部分 1185 使用メーカー購入品名、数量単位マルチ10 [1183]使用メーカー名 で示される、メーカーからの購入
品の名称、および数量単位。

使用メーカー購入品
名、数量単位
1234567890

使用メーカー購入品
名、数量単位
1234567890

全体情報部分 1186 使用メーカー購入品数量マルチ10 [1183]使用メーカー名 で示される、メーカーからの購入
品の数量。

+1234567. +1234567.

全体情報部分 1187 使用商社名マルチ10 使用材料の、商社の名称。 使用商社名１２３４５６７
８９０

使用商社名１２３４５６７
８９０

全体情報部分 1188 使用商社見積金額合計マルチ10 [1187]使用商社名 で示される、商社分の使用材料の見
積金額の合計。

+123456789012. +123456789012.

全体情報部分 1189 使用商社購入品名、数量単位マルチ10 [1187]使用商社名 で示される、商社からの購入品の名
称、および数量の単位。

使用商社購入品名、数
量単位
78901234567890

使用商社購入品名、数
量単位
78901234567890

全体情報部分 1190 使用商社購入品数量マルチ10 [1187]使用商社名 で示される、商社からの購入品の数
量。

+1234567. +1234567.

全体情報部分 1179 帳票データチェック値1 当該メッセージの参照元メッセージを特定するための項
目。

          00001           00001

全体情報部分 1179 帳票データチェック値2 当該メッセージの参照元メッセージを特定するための項
目。

          00019           00019

全体情報部分 1179 帳票データチェック値3 当該メッセージの参照元メッセージを特定するための項
目。

       27372232        27372232

全体情報部分 1179 帳票データチェック値4 当該メッセージの参照元メッセージを特定するための項
目。

200209270900 200209270900

全体情報部分 1179 帳票データチェック値5　確定注文 当該メッセージの参照元メッセージを特定するための項
目。

              0               0

全体情報部分 1179 帳票データチェック値5　注文請け 当該メッセージの参照元メッセージを特定するための項
目。

200209300900 200209300900

全体情報部分 1179 帳票データチェック値6 当該メッセージの参照元メッセージを特定するための項
目。

－ －

全体情報部分 1179 帳票データチェック値7 当該メッセージの参照元メッセージを特定するための項
目。

              0               0

全体情報部分 1179 帳票データチェック値8 当該メッセージの参照元メッセージを特定するための項
目。

          00001           00001

全体情報部分 1179 帳票データチェック値9 当該メッセージの参照元メッセージを特定するための項
目。

－ －

全体情報部分 1373 様式コード 画面や帳票等へ出力する際の各データ項目のレイアウ
トのパターンを指定する。

－ －

全体情報部分 1199 解除・打切理由マルチ10 個別契約の解除あるいは打切の理由を示す｡ － －
全体情報部分 1317 打切精算区分コード 打切精算における増精算／減精算の区分を示すコー

ド。
－ －

全体情報部分 1092 契約金額計 [1225]契約金額明細の合計。 － －
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記載例
［確定注文］の送信 受信確認の受信 ［注文請け］の送信 受信確認の受信

全体/明細 シ―ケン
ス番号/タ

グNo.

項目名 摘要

全体情報部分 1385 追加契約金額計 打切、出来高、請求メッセージが対象としている契約の
中の追加契約分の契約金額の合計を、[1092]契約金額
計の内数として示す。

－ －

全体情報部分 1093 契約金額計調整額 [1092]契約金額計に対する調整額。値引きなどは負号
をつけた金額を示す｡

－ －

全体情報部分 1094 調整後契約金額計 [1092]契約金額計＋[1093]契約金額調整額。 － －
全体情報部分 1098 契約金額消費税額 [1094]調整後契約金額計に対する消費税の合計。 － －
全体情報部分 1099 最終契約金額 [1094]調整後契約金額計＋[1098]契約金額消費税額。 － －

全体情報部分 1080 出来高調査日 出来高調査を行った年月日。 － －
全体情報部分 1311 請求予定年月 受注者が請求を行う年月。 － －
全体情報部分 1081 出来高調査回数 今回の出来高調査の回数。 － －
全体情報部分 1082 今回迄の請求回数 同一契約に対する請求回数。 － －
全体情報部分 1313 請求算定方式コード 請求金額の算定方式を表すコード。 － －
全体情報部分 1314 請求完了区分コード 請求業務の完了状況を表すコード。 － －
全体情報部分 1315 出来高・請求・立替査定結果コード 出来高報告、請求、立替金報告に対する査定、確認結

果を表すコード。
－ －

全体情報部分 1316 請求確認コード 請求メッセージに不備がある場合等にその内容を表す
コード。

－ －

全体情報部分 1381 検査完了予定日 検査完了の予定年月日。 － －
全体情報部分 1382 引渡予定日 引渡しの予定年月日。 － －
全体情報部分 1058 支払条件：部分払い割合 部分払いでの出来高に対する％割合。 － －
全体情報部分 1107 前回迄累積出来高金額計 [1233]前回迄累積出来高金額明細の合計。 － －
全体情報部分 1321 前回迄累積出来高金額計調整額 [1107]前回迄累積出来高金額計に対する調整額。値引

きなどは負号をつけた金額を示す。
－ －

全体情報部分 1322 調整後前回迄累積出来高金額計 [1107]前回迄累積出来高金額計＋[1321]前回迄累積
出来高金額計調整額。

－ －

全体情報部分 1101 前回迄累積請求金額計 [1227]前回迄累積請求金額明細の合計。 － －
全体情報部分 1323 前回迄累積支払金額計 前回迄の請求にもとづいて支払が行われた、あるいは

行われることが確定している金額(消費税抜き)。
－ －

全体情報部分 1152 税込前回迄累積出来高金額計 [1262]税込前回迄累積出来高金額明細の合計。 － －
全体情報部分 1351 税込前回迄累積出来高金額計調整額 [1152]税込前回迄累積出来高金額計に対する調整額。

値引きなどは負号をつけた金額を示す。
－ －

全体情報部分 1352 調整後税込前回迄累積出来高金額計 [1152]税込前回迄累積出来高金額計＋[1351]税込前
回迄累積出来高金額計調整額。

－ －

全体情報部分 1159 税込前回迄累積請求金額計 [1269]税込前回迄累積請求金額明細の合計。 － －
全体情報部分 1109 今回迄累積出来高金額計 [1090]調整後帳票金額計(今回出来高金額計)＋[1107]

前回迄累積出来高金額計。または[1235]今回迄累積出
来高金額明細の合計。

－ －

全体情報部分 1331 今回迄累積出来高金額計調整額 [1109]今回迄累積出来高金額計に対する調整額。値引
きなどは負号をつけた金額となる。

－ －

全体情報部分 1332 調整後今回迄累積出来高金額計 [1109]今回迄累積出来高金額計＋[1331]今回迄累積
出来高金額計調整額。

－ －

全体情報部分 1103 今回迄累積請求金額計 [1101]前回迄累積請求金額計＋[1112]今回請求金額
計。または[1229]今回迄累積請求金額明細の合計。

－ －

全体情報部分 1334 今回迄累積請求金額計消費税額 [1103]今回迄累積請求金額計に対する消費税の合計。 － －
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記載例
［確定注文］の送信 受信確認の受信 ［注文請け］の送信 受信確認の受信

全体/明細 シ―ケン
ス番号/タ

グNo.

項目名 摘要

全体情報部分 1114 今回迄累積請求保留金額計 今回迄の請求保留金額の累積合計。または[1255]今回
迄累積請求保留金額明細の合計。

－ －

全体情報部分 1393 前回迄累積消費税額計 　端数調整用消費税額の加算　の算定に用いる消費税
額。出来高金額、請求金額算定方式毎に以下のとおり
セットする。

【A、B方式】
前回出来高査定、請求時の[YYYY]今回迄累積消費税
額計
【C、D方式】
前回出来高査定、請求時の[1160]税込今回迄累積請
求金額計 × [1004]消費税率 ÷
 ( 100 ＋ [1004]消費税率 ) ※小数点以下切り捨て

－ －

全体情報部分 1394 今回迄累積消費税額計 端数調整用消費税額の加算　の算定に用いる消費税
額。[1121] 前回迄累積消費税額計＋ [1096]消費税額
をセットする。

－ －

全体情報部分 1395 消費税額(調整前) 今回出来高査定、請求時の消費税額。出来高金額、請
求金額算定方式毎に以下のとおりセットする。
【A、B方式】
(前回出来高査定、請求時の[1103]今回迄累積請求金
額計 × [1004]消費税率 × 0.01)
※小数点以下切り捨て
【C、D方式】
前回出来高査定、請求時の[1160]税込今回迄累積請
求金額計 × [1004]消費税率 ÷
 ( 100 ＋ [1004]消費税率 ) ※小数点以下切り捨て

－ －

全体情報部分 1396 消費税額調整額 契約時消費税額と出来高請求の累積消費税額を合わ
せるために用いる消費税の調整額。
[1098]契約金額消費税額 － ([1121]前回迄累積消費
税額計＋[1123] 消費税額(調整前))をセットする。
　※完成払い時以外は、0円固定とする。つまり、[1096]
＝[1124]となる

－ －

全体情報部分 1153 税込今回迄累積出来高金額計 [1090]調整後帳票金額計(今回出来高金額計)×(１＋
消費税率)＋[1152]税込前回迄累積出来高金額計。ま
たは[1263]税込今回迄累積出来高金額明細の合計。

－ －

全体情報部分 1341 税込今回迄累積出来高金額計調整額 [1153]税込今回迄累積出来高金額計に対する調整額。
値引きなどは負号をつけた金額となる。

－ －

全体情報部分 1342 調整後税込今回迄累積出来高金額計 [1153]税込今回迄累積出来高金額計＋[1341]税込今
回迄累積出来高金額計調整額。

－ －

全体情報部分 1335 税込今回迄累積請求金額計（調整前） [1103]今回迄累積請求金額計＋[1334]今回迄累積出
来高金額計消費税額。

－ －

全体情報部分 1163 税込今回迄累積請求保留金額計 今回迄の税込の請求保留金額の累積合計。または
[1273]税込今回迄累積請求保留金額明細の合計。

－ －
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記載例
［確定注文］の送信 受信確認の受信 ［注文請け］の送信 受信確認の受信

全体/明細 シ―ケン
ス番号/タ

グNo.

項目名 摘要

全体情報部分 1343 税込今回迄累積請求金額計調整額 [1335]税込今回迄累積請求金額計(調整前)に対する調
整額。値引きなどは負号をつけた金額となる。

－ －

全体情報部分 1160 税込今回迄累積請求金額計 [1158]税込今回請求金額合計＋[1159]税込前回迄累
積請求金額計。または[1270]税込今回迄累積請求金額
明細の合計。

－ －

全体情報部分 1361 今回請求金額計(調整前) 今回請求する金額の合計。 － －
全体情報部分 1362 今回請求金額計調整額 [1361]今回請求金額計(調整前)に対する調整額。値引

きなどは負号をつけた金額となる。
－ －

全体情報部分 1112 今回請求金額計 [1090]調整後帳票金額計(今回出来高金額計)のうち今
回請求する金額。または[1253]今回請求金額明細の合
計。

－ －

全体情報部分 1035 受注者指定金融機関名 受注者が振込を指定する口座の金融機関名。 － －
全体情報部分 1036 受注者指定金融機関支店名 受注者が振込を指定する口座の金融機関支店名。 － －
全体情報部分 1037 受注者指定金融機関預金種目 受注者が振込を指定する口座の種別。(普通・当座) － －
全体情報部分 1038 受注者指定金融機関口座番号 受注者が振込を指定する口座番号。(金融機関番号・支

店番号を含む)
－ －

全体情報部分 1039 受注者指定金融機関口座名義 受注者が振込を指定する口座名義。 － －
全体情報部分 1040 受注者指定金融機関口座名義フリガナ 受注者が振込を指定する口座名義の読み仮名。 － －
全体情報部分 1126 今回支払金額計 [1123]前回支払保留金額計＋[1124]今回支払計上金

額計－[1125]今回支払保留金額計。または[1241]今回
支払金額明細の合計。

－ －

全体情報部分 1127 控除・相殺金額明細計 [1242]控除・相殺金額明細の合計。 － －
全体情報部分 1128 一括控除・相殺項目 明細以外の手数料・立替分など一括して控除・相殺す

る項目内容の一覧。
－ －

全体情報部分 1129 一括控除・相殺金額 明細以外の手数料・立替分など一括して控除・相殺す
る項目別の金額一覧。

－ －

全体情報部分 1130 一括控除・相殺金額計 [1129]一括控除・相殺金額の合計。 － －
全体情報部分 1131 控除・相殺金額合計 [1127]控除・相殺金額明細計＋[1130]一括控除・相殺

金額計。
－ －

全体情報部分 1132 調整後今回支払金額計 [1126]今回支払金額計－[1131]控除・相殺金額合計。
または[1243]調整後今回支払金額明細の合計。

－ －

全体情報部分 1133 今回支払金額内現金金額計 [1132]調整後今回支払金額計の中で現金による支払
金額の合計。

－ －

全体情報部分 1134 今回支払金額内手形金額計 [1132]調整後今回支払金額計の中で手形による支払
金額の合計。

－ －

全体情報部分 1135 今回支払金額内期日一括払い金額計 [1132]調整後今回支払金額計の中で期日一括払いに
よる支払金額の合計。

－ －

全体情報部分 1136 備考 帳票についての特記事項・参考情報を文面で示すフ
リーエリア。

－ －

全体情報部分 55 自由使用欄 各社独自のデータ項目に使用するフリーエリア。 － －
全体情報部分 1383 受注者側専用使用欄 受注者独自のデータ項目に使用するフリーエリア。 － －
全体情報部分 1384 発注者側専用使用欄 発注者独自のデータ項目に使用するフリーエリア。 － －
全体情報部分 1600 今回控除・相殺金残高 立替・控除金額が請求金額を上回った際に発生する差

額について、次回以降の処理に繰り越す場合の金額。
－ －

全体情報部分 1601 前回控除・相殺金残高 前回に残した控除・相殺金を示す。 － －
全体情報部分 1602 今回支払金額内ファクタリング金額計 [1132]調整後今回支払金額計の中でファクタリングによ

る支払金額の合計。
－ －
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ス番号/タ

グNo.
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全体情報部分 1603 今回支払金額内現金金額内訳 [1133]今回支払金額内現金金額計に係る内訳。支払手
段(現金か小切手か)や支払時期の違いを内訳として示
す。

－ －

全体情報部分 1604 今回支払金額内現金金額金融機関振込日内
訳

金融機関への振込による支払年月日の内訳。支払手
段(現金か小切手か)や支払時期の違いを内訳として示
す。

－ －

全体情報部分 1605 今回支払金額内現金金額摘要 [1603]今回支払金額内現金金額内訳に係る摘要。 － －
全体情報部分 1606 今回支払金額内手形金額内訳 [1134]今回支払金額内手形金額計に係る内訳。支払時

期の違いを内訳として示す。
－ －

全体情報部分 1607 今回支払金額内手形支払日内訳 手形による支払年月日の内訳。支払時期の違いを内訳
として示す。

－ －

全体情報部分 1608 今回支払金額内手形決済日内訳 手形による決済日の内訳。支払時期の違いを内訳とし
て示す。

－ －

全体情報部分 1609 今回支払金額内手形金額摘要 [1606]今回支払金額内手形金額内訳に係る摘要。 － －
全体情報部分 1610 今回支払金額内期日一括払い金額内訳 [1135]今回支払金額内現金金額計に係る内訳。支払手

段(現金か小切手か)や支払時期の違いを内訳として示
す。

－ －

全体情報部分 1611 今回支払金額内期日一括払い支払日内訳 期日一括払いによる支払年月日の内訳。支払時期の
違いを内訳として示す｡

－ －

全体情報部分 1612 今回支払金額内期日一括払い金額摘要 [1610]今回支払金額内期日一括払い金額内訳に係る
摘要。

－ －

全体情報部分 1613 今回支払金額内ファクタリング金額内訳 [1602]今回支払金額内ファクタリング金額計に係る内
訳。支払時期の違いを内訳として示す｡

－ －

全体情報部分 1614 今回支払金額内ファクタリング支払日内訳 ファクタリングによる支払年月日の内訳。支払時期の違
いを内訳として示す｡

－ －

全体情報部分 1615 今回支払金額内ファクタリング決済日内訳 ファクタリングによる決済日の内訳。支払時期の違いを
内訳として示す｡

－ －

全体情報部分 1616 今回支払金額内ファクタリング金額摘要 [1613]今回支払金額内ファクタリング金額内訳に係る摘
要。

－ －

全体情報部分 1620 手形送付先担当部署名 手形送付先の事業所・担当部署・作業所などの名称。 － －

全体情報部分 1621 手形送付先担当郵便番号 手形送付先の事業所・担当部署・作業所などの連絡用
の郵便番号。

－ －

全体情報部分 1622 手形送付先担当住所 手形送付先の事業所・担当部署・作業所などの連絡用
の住所。

－ －

全体情報部分 1623 手形送付先担当電話番号 手形送付先の事業所・担当部署・作業所などの連絡用
の電話番号(市外局番を含む)｡

－ －

全体情報部分 1624 手形送付先担当FAX番号 手形送付先の事業所・担当部署・作業所などの連絡用
のＦＡＸ番号(市外局番を含む)。

－ －

全体情報部分 1630 支払通知内容問い合わせ先 支払通知内容に係る問い合わせ先。現場・作業所では
なく財務部門、経理部門などの連絡先を示す｡

－ －

全体情報部分 1631 支払通知記載事項摘要 支払通知に記載されている内容、項目についての解
説、説明。

－ －

全体情報部分 1640 建設資機材コードバージョン 建設資機材コードのバージョン。 － －

明細情報部分 1204 明細別参照帳票Ｎｏ． 明細データに対応する取引の帳票番号を示す。 － －
明細情報部分 1205 明細年月日（明細別参照帳票年月日） 明細データ・明細別参照帳票No.に関する年月日を示

す。
－ －

明細情報部分 1377 明細別参照帳票No.2 明細データに対応する取引の帳票番号を示す。 － －
明細情報部分2行
目のみ表示する
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ス番号/タ
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明細情報部分 1378 明細別参照年月日2 明細データ、明細別参照帳票No.に関する年月日を示
す。

－ －

明細情報部分 1200 明細コード 明細データを特定しデータ階層上の位置を示すコード。 0001 0001

明細情報部分 1294 階層レベル 明細データの階層の深さを表す。([1200]明細コードの
文字長)/4に一致する。

－ －

明細情報部分 1295 階層内通し番号 明細データの同一階層内の通し番号を表す。[1200]明
細コードの最終4桁を整数化した値に一致する。

－ －

明細情報部分 1288 明細データ属性コード [1200]明細コードと組み合わせて使用し、総括明細、内
訳明細、見積条件などの明細データの属性を表すコー
ド。

5 5

明細情報部分 1289 補助明細コード [1200]明細コードおよび[1288]明細データ属性コード と
組み合わせて使用し、明細データの補助的な属性を表
すコード。

00 00

明細情報部分 1201 明細番号 各社が定めた明細データの通し番号・分類記号。 1234567890123456789
012345

1234567890123456789
012345

明細情報部分 1278 明細番号２ 各社が定めた明細データの通し番号・分類記号その２。 12345 12345

明細情報部分 1202 明細別発注者担当部署コード 発注者が定めた明細データごとの発注者の担当部署
の識別コード。

－ －

明細情報部分 1203 明細別取引区分コード 明細別の購入・支給品・レンタル・リースなどの取引の
区分を示すコード。

11 11

明細情報部分 1287 明細別材工共コード [1223]明細金額について材料のみ／工賃のみ／材料・
工賃共を示すコード。

06 06

明細情報部分 1401 設計記号・機器記号 明細データと設計図書の設計記号あるいは機器記号と
の対応を示す。

－ －

明細情報部分 1402 明細別工種・科目コード 明細データの工種、科目を示す。 － －
明細情報部分 1403 部位区分 明細データの部位を示す。 － －
明細情報部分 1279 建設資機材コード 建設資機材に対して採番された中間コード。 1234567890123456789

0123456789012345678
90

1234567890123456789
0123456789012345678
90

明細情報部分 1280 コード送信側変換結果コード 建設資機材コード送信側におけるコード変換の変換結
果を示すコード。コード変換時にコード変換プログラム
が自動生成する。

12 12

明細情報部分 1281 建設資機材標準名称 建設資機材の標準名称。 － （以降、省略）
明細情報部分 1282 コード受信側変換結果コード 建設資機材コード受信側におけるコード変換の変換結

果を示すコード。コード変換時にコード変換プログラム
が自動生成する。

12 12

明細情報部分 1430 明細別原価要素名 明細データごとの、原価管理上の要素名。
発注者の原価要素名｡

－ －

明細情報部分 1431 明細別原価要素コード 明細データごとの、原価管理上の要素コード。
発注者の原価要素コード｡

－ －

明細情報部分 1432 明細別原価科目名 明細データごとの、原価管理上の科目名。
発注者の原価科目名｡

－ －

明細情報部分 1433 明細別原価科目コード 明細データごとの、原価管理上の科目コード。
発注者の原価科目コード｡

－ －

明細情報部分 1434 明細別原価細目名 明細データごとの、原価管理上の細目名。
発注者の原価細目名｡

－ －
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明細情報部分 1435 明細別原価細目コード 明細データごとの、原価管理上の細目コード。
発注者の原価細目コード｡

－ －

明細情報部分 1405 C-CADEC機器分類コード C－CADECにより整備された「機器分類コード」に準拠
する。

－ －

明細情報部分 1211 摘要コード 将来の統一規格・仕様・摘要コードのための空きエリ
ア。

－ －

● 明細情報部分 1213 品名・名称マルチ1 品名・費目・工事科目名など名称。 1234567890123456789
0123456789012345678
9012345678901234

1234567890123456789
0123456789012345678
9012345678901234

● 明細情報部分 1213 品名・名称マルチ2 品名・費目・工事科目名など名称。 普通型枠組払
3456789012345678901
2345678901234567890
1234

普通型枠組払
3456789012345678901
2345678901234567890
1234

● 明細情報部分 1214 規格・仕様・摘要マルチ1 規格・寸法・仕様などの摘要。 材工共2ｔ12ヶ月
5678901234567890123
4567890123456789012
34567890123456

材工共2ｔ12ヶ月
5678901234567890123
4567890123456789012
34567890123456

● 明細情報部分 1214 規格・仕様・摘要マルチ2 規格・寸法・仕様などの摘要。 1234567890123456789
0123456789012345678
9012345678901234567
890123456

1234567890123456789
0123456789012345678
9012345678901234567
890123456

明細情報部分 1212 明細別取引件名（支払件名） 請求・支払の対象となる工事名・物品の名称など明細
行別の取引件名。

－ －

明細情報部分 1428 本文 契約書の条項等を文面で示す。 － －
明細情報部分 1284 建設資機材メーカー／型番コード 発注者が定めたメーカーコードではなく、建設資機材の

メーカーと型番を標準的に示すコード。
－ －

明細情報部分 1436 管理番号 レンタル・リース品の管理番号を示す。 － －
明細情報部分 1437 入出庫区分名 レンタル・リース品の入出庫区分を示す。 － －
明細情報部分 1438 取引大分類 リース､レンタルなどを示す。 － －
明細情報部分 1439 取引小分類 契約や支払い条件を示す。 － －
明細情報部分 1208 使用期間 レンタル・リース取引の場合の使用期間。 +12345.12 +12345.12
明細情報部分 1209 使用期間単位 レンタル・リース取引の場合の使用期間単位。 123456 123456
明細情報部分 1216 補助数量 特に別表示が必要な数量。 +1234567.123 +1234567.123
明細情報部分 1217 補助数量単位 [1216]補助数量の単位を示す単位コード。 123456 123456

● 明細情報部分 1218 明細数量 金額計算の基本となる数量。 +1234567.123 +1234567.123
● 明細情報部分 1219 明細数量単位 [1218]明細数量の単位を示す単位コード。 123456 123456

明細情報部分 1221 明細別課税分類コード 消費税に係る課税・非課税取引を示すコード。 － －
明細情報部分 1376 明細別消費税率 明細データごとの消費税の税率。パーセント表記。 － －

● 明細情報部分 1222 単価 [1219]明細数量１単位あたりの価格。 +123456789012.1 +123456789012.1
明細情報部分 1375 単価（小数3桁） [1219]明細数量１単位あたりの価格。

小数点以下3桁までを有効数字として利用する場合に
使用する。

－ －

● 明細情報部分 1223 明細金額 [1218]明細数量×[1222]単価。 +123456789012 +123456789012
明細情報部分 1292 定価 建設資機材の定価。 － －
明細情報部分 1293 単価掛率 [1292]定価に対する[1222]単価の比率(%)。見積依頼者

からの単価端数の丸め等の指示がある場合、[1291]定
価×0.01×[1293]単価掛率と[1222]単価とが一致しな
いこともあり得る。

－ －
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明細情報部分 1247 明細別使用メーカーコード 明細データごとの、メーカーの識別コード。 1234567890123456789
012345

1234567890123456789
012345

明細情報部分 1248 明細別使用メーカー名 明細データごとの、メーカーの名称。 １２３４５６７９０１２３４５
６７９０１２３４５６７９０１
２３４５６７９０

１２３４５６７９０１２３４５
６７９０１２３４５６７９０１
２３４５６７９０

明細情報部分 1249 明細別使用商社コード 明細データごとの、商社の識別コード。 1234567890123456789
012345

1234567890123456789
012345

明細情報部分 1250 明細別使用商社名 明細データごとの、商社の名称。 １２３４５６７９０１２３４５
６７９０１２３４５６７９０１
２３４５６７９０

１２３４５６７９０１２３４５
６７９０１２３４５６７９０１
２３４５６７９０

● 明細情報部分 1251 明細別備考欄 明細データごとの特記事項・参考情報を文面で示すフ
リーエリア。

1234567890123456 1234567890123456

明細情報部分 1404 仕分け区分 明細データの仕分け等に使用するためのフリーエリア。
取引当事者間の合意により記載内容を取り決める。

－ －

明細情報部分 1413 明細別変更コード 受発注者間のメッセージのやり取りの間で明細行の追
加、明細行の内容の変更が発生し、追加・変更データで
あることを表すコード。

－ －

明細情報部分 1400 明細別注文番号枝番 明細データに対する個別注文契約の枝番号を示す。 － －
明細情報部分 1298 契約使用期間 契約における使用期間。 － －
明細情報部分 1299 契約補助数量 契約における補助数量。 － －
明細情報部分 1224 契約数量明細 契約数量の明細。 － －
明細情報部分 1225 契約金額明細 契約金額の明細。 － －
明細情報部分 1232 前回迄累積出来高数量明細 前回迄の出来高数量の明細。 － －
明細情報部分 1296 前回迄累積出来高明細別単価出来高率 [1232]前回迄累積出来高数量明細に対する進捗の割

合(%)。
－ －

明細情報部分 1233 前回迄累積出来高金額明細 前回迄の出来高金額の明細。 － －
明細情報部分 1234 今回迄累積出来高数量明細 [1218]明細数量(今回出来高数量明細)＋[1232]前回迄

累積出来高数量明細。
－ －

明細情報部分 1297 今回迄累積出来高明細別単価出来高率 [1234]今回迄累積出来高数量明細に対する進捗の%割
合。

－ －

明細情報部分 1235 今回迄累積出来高金額明細 当月査定方式の場合：[1223]明細金額(今回出来高金
額明細)＋[1233]前回迄累積出来高金額明細。　累積
査定方式の場合：[1234]今回迄累積出来高数量明細×
0.01×[1235]今回迄累積出来高明細別単価出来高率
×[1222]単価。

－ －

明細情報部分 1206 使用期間開始日 レンタル・リース取引の場合の使用開始年月日。 － －
明細情報部分 1207 使用期間締切日 レンタル・リース取引の場合の使用終了年月日。 － －
明細情報部分 1241 今回支払金額明細 [1238]前回支払保留金額明細＋[1239]今回支払計上

金額明細－[1240]今回支払保留金額明細。
－ －

明細情報部分 1242 控除・相殺金額明細 手数料・立替分などの控除・相殺金額の明細。 － －
明細情報部分 1420 明細別工事コード 明細別の工事場所、受渡し場所、原価管理上の区分な

どを示すコード。
－ －

明細情報部分 1421 明細別取引件名コード 明細別の発注工事の種別を示す作業コード・納入物品
の種別を示す品目コードなど、取引件名の種別を表す
コード。

－ －

明細情報部分 1422 明細別発注者管理番号 明細データに対応する取引の特定のために補助的に
使用する帳票の番号。

－ －

明細情報部分 1423 明細別工事場所・受渡し場所名称 明細データごとの、工事場所・受渡し場所(納入場所)の
正式名称。

－ －
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記載例
［確定注文］の送信 受信確認の受信 ［注文請け］の送信 受信確認の受信

全体/明細 シ―ケン
ス番号/タ

グNo.

項目名 摘要

明細情報部分 1424 明細別工事場所・受渡し場所電話番号 明細別の工事場所・受渡し場所(納入場所)の電話番
号。

－ －

明細情報部分 1425 明細別支払区分 明細別の支払区分を文面で示す場合のフリーエリア。 － －

明細情報部分 1426 明細別CI-NET区分コード 明細の情報がCI－NETのEDIデータでやり取りされたも
のかを判別するためのコード。

－ －

明細情報部分 1427 請求出来高立替控除区分コード 明細行が請求・出来高、または立替・控除のいずれに
関わるデータかを判別するためのコード。

－ －

○or×
不整合のコ―ドNo
（×の場合のみ）

判定
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■CI-NET利用サービスに関する相互運用性試験チェックシ－ト
2025年04月01日 制定

○対象業務：□□業務

○記載例
発注側企業： 受注側企業：
システム名称： システム名称：

No. 工程 確認日
OKの
場合
｢〇｣

ｱｸｼｮﾝ メッセ－ジ種類
方
向

メッセ－ジ種類 ｱｸｼｮﾝ

チェ
ック
○oｒ
×

確認日 備考

1 [確定注文]の送信 06/22 ○ 送信 確定注文メッセ－ジ → 確定注文メッセ－ジ 受信 ○ 06/22
2 受信確認の受信 06/22 ○ 受信 確定注文メッセ－ジ ← 確定注文メッセ－ジ 送信 ○ 06/22
3 [注文請け]の送信 06/22 ○ 受信 注文請けメッセ－ジ ← 注文請けメッセ－ジ 送信 ○ 06/22
4 受信確認の受信 06/22 ○ 送信 注文請けメッセ－ジ → 注文請けメッセ－ジ 受信 ○ 06/22
5 [確定注文]原本確認 － － 確認 － － － 確認 ○ 06/22
6 [注文請け]原本確認 06/22 ○ 確認 － － － 確認 － －

株式会社○○○○
⇔

株式会社□□□
CIXXX WEBxxx
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○対象メッセ－ジ
発注側企業： 受注側企業：
システム名称： システム名称：

No
業
務

工程 確認日
OKの
場合
｢〇｣

ｱｸｼｮﾝ メッセ－ジ種類
方
向

メッセ－ジ種類 ｱｸｼｮﾝ

チェ
ック
○oｒ
×

確認日 備考

1 ［建築見積依頼］の送信 送信 建築見積依頼メッセージ → 建築見積依頼メッセージ 受信

2 受信確認の受信 受信 建築見積依頼メッセージ ← 建築見積依頼メッセージ 送信
3 ［建築見積回答］の送信 受信 建築見積回答メッセージ ← 建築見積回答メッセージ 送信
4 受信確認の受信 送信 建築見積回答メッセージ → 建築見積回答メッセージ 受信
5 ［建築積算］の送信 送信 建築積算メッセージ → 建築積算メッセージ 受信
6 受信確認の受信 受信 建築積算メッセージ ← 建築積算メッセージ 送信
7 ［設備見積依頼］の送信 送信 設備見積依頼メッセージ → 設備見積依頼メッセージ 受信
8 受信確認の受信 受信 設備見積依頼メッセージ ← 設備見積依頼メッセージ 送信
9 ［設備見積回答］の送信 受信 設備見積回答メッセージ ← 設備見積回答メッセージ 送信

10 受信確認の受信 送信 設備見積回答メッセージ → 設備見積回答メッセージ 受信
11 ［設備機器見積依頼］の送信 送信 設備機器見積依頼メッセージ → 設備機器見積依頼メッセージ 受信
12 受信確認の受信 受信 設備機器見積依頼メッセージ ← 設備機器見積依頼メッセージ 送信
13 ［設備機器見積回答］の送信 受信 設備機器見積回答メッセージ ← 設備機器見積回答メッセージ 送信
14 受信確認の受信 送信 設備機器見積回答メッセージ → 設備機器見積回答メッセージ 受信
15 ［購買見積依頼］の送信 送信 購買見積依頼メッセージ → 購買見積依頼メッセージ 受信
16 受信確認の受信 受信 購買見積依頼メッセージ ← 購買見積依頼メッセージ 送信
17 ［購買見積回答］の送信 受信 購買見積回答メッセージ ← 購買見積回答メッセージ 送信
18 受信確認の受信 送信 購買見積回答メッセージ → 購買見積回答メッセージ 受信
19 ［見積不採用通知］の送信 送信 見積不採用通知メッセージ → 見積不採用通知メッセージ 受信
20 受信確認の受信 受信 見積不採用通知メッセージ ← 見積不採用通知メッセージ 送信

⇔

見
積

購
買
見
積

2025/2/21 建築見積、設備見
積、設備機器見積業務のメッ

セージは、トランスレータ適

応外のため、記載から削除す

る。
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No
業
務

工程 確認日
OKの
場合
｢〇｣

ｱｸｼｮﾝ メッセ－ジ種類
方
向

メッセ－ジ種類 ｱｸｼｮﾝ

チェ
ック
○oｒ
×

確認日 備考

21 ［基本契約申込］の送信 送信 基本契約申込メッセージ → 基本契約申込メッセージ 受信
22 受信確認の受信 受信 基本契約申込メッセージ ← 基本契約申込メッセージ 送信
23 ［基本契約承諾］の送信 受信 基本契約承諾メッセージ ← 基本契約承諾メッセージ 送信
24 受信確認の受信 送信 基本契約承諾メッセージ → 基本契約承諾メッセージ 受信
25 ［確定注文］の送信 送信 確定注文メッセージ → 確定注文メッセージ 受信
26 受信確認の受信 受信 確定注文メッセージ ← 確定注文メッセージ 送信
27 ［注文請け］の送信 受信 注文請けメッセージ ← 注文請けメッセージ 送信
28 受信確認の受信 送信 注文請けメッセージ → 注文請けメッセージ 受信
29 ［鑑項目合意変更申込］の送信 送信 鑑項目合意変更申込メッセージ → 鑑項目合意変更申込メッセージ 受信
30 受信確認の受信 受信 鑑項目合意変更申込メッセージ ← 鑑項目合意変更申込メッセージ 送信
31 ［鑑項目合意変更承諾］の送信 受信 鑑項目合意変更承諾メッセージ ← 鑑項目合意変更承諾メッセージ 送信
32 受信確認の受信 送信 鑑項目合意変更承諾メッセージ → 鑑項目合意変更承諾メッセージ 受信
33 ［合意解除申込］の送信 送信 合意解除申込メッセージ → 合意解除申込メッセージ 受信
34 受信確認の受信 受信 合意解除申込メッセージ ← 合意解除申込メッセージ 送信
35 ［合意解除承諾］の送信 受信 合意解除承諾メッセージ ← 合意解除承諾メッセージ 送信
36 受信確認の受信 送信 合意解除承諾メッセージ → 合意解除承諾メッセージ 受信
37 ［合意打切申込］の送信 送信 合意打切申込メッセージ → 合意打切申込メッセージ 受信
38 受信確認の受信 受信 合意打切申込メッセージ ← 合意打切申込メッセージ 送信
39 ［合意打切承諾］の送信 受信 合意打切承諾メッセージ ← 合意打切承諾メッセージ 送信
40 受信確認の受信 送信 合意打切承諾メッセージ → 合意打切承諾メッセージ 受信
41 ［一方的解除通知］の送信　発注側送信 送信 一方的解除通知メッセージ → 一方的解除通知メッセージ 受信
42 受信確認の受信 受信 一方的解除通知メッセージ ← 一方的解除通知メッセージ 送信
43 ［一方的解除通知］の送信　受注側送信 受信 一方的解除通知メッセージ ← 一方的解除通知メッセージ 送信
44 受信確認の受信 送信 一方的解除通知メッセージ → 一方的解除通知メッセージ 受信
45 ［一方的打切通知］の送信　発注側送信 受信 一方的打切通知メッセージ → 一方的打切通知メッセージ 送信
46 受信確認の受信 送信 一方的打切通知メッセージ ← 一方的打切通知メッセージ 受信
47 ［一方的打切通知］の送信　受注側送信 送信 一方的打切通知メッセージ ← 一方的打切通知メッセージ 受信
48 受信確認の受信 受信 一方的打切通知メッセージ → 一方的打切通知メッセージ 送信
49 ［合意打切申込］の送信 送信 合意打切申込メッセージ → 合意打切申込メッセージ 受信
50 受信確認の受信 受信 合意打切申込メッセージ ← 合意打切申込メッセージ 送信

51 ［合意打切承諾］の送信 受信 合意打切承諾メッセージ ← 合意打切承諾メッセージ 送信

52 受信確認の受信 送信 合意打切承諾メッセージ → 合意打切承諾メッセージ 受信

契
約

一方的解除通
知メッセージ
等は双方が送
信する。
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No
業
務

工程 確認日
OKの
場合
｢〇｣

ｱｸｼｮﾝ メッセ－ジ種類
方
向

メッセ－ジ種類 ｱｸｼｮﾝ

チェ
ック
○oｒ
×

確認日 備考

53 ［出来高要請］の送信 送信 出来高要請メッセージ → 出来高要請メッセージ 受信
54 受信確認の受信 受信 出来高要請メッセージ ← 出来高要請メッセージ 送信
55 ［出来高報告］の送信 受信 出来高報告メッセージ ← 出来高報告メッセージ 送信
56 受信確認の受信 送信 出来高報告メッセージ → 出来高報告メッセージ 受信
57 ［出来高確認］の送信 送信 出来高確認メッセージ → 出来高確認メッセージ 受信
58 受信確認の受信 受信 出来高確認メッセージ ← 出来高確認メッセージ 送信
59 ［請求］の送信 受信 請求メッセージ ← 請求メッセージ 送信
60 受信確認の受信 送信 請求メッセージ → 請求メッセージ 受信
61 ［請求確認］の送信 送信 請求確認メッセージ → 請求確認メッセージ 受信
62 受信確認の受信 受信 請求確認メッセージ ← 請求確認メッセージ 送信

63 ［支払通知］の送信 送信 支払通知メッセージ → 支払通知メッセージ 受信

64 受信確認の受信 受信 支払通知メッセージ ← 支払通知メッセージ 送信

65 ［立替金報告］の送信 送信 立替金報告メッセージ → 立替金報告メッセージ 受信
66 受信確認の受信 受信 立替金報告メッセージ ← 立替金報告メッセージ 送信
67 ［立替金確認］の送信 受信 立替金確認メッセージ ← 立替金確認メッセージ 送信

68 受信確認の受信 送信 立替金確認メッセージ → 立替金確認メッセージ 受信

69 ［工事物件案内］の送信 送信 工事物件案内メッセージ → 工事物件案内メッセージ 受信

70 受信確認の受信 受信 工事物件案内メッセージ ← 工事物件案内メッセージ 送信

71 ［工事請負契約外請求］の送信 送信 工事請負契約外請求メッセージ → 工事請負契約外請求メッセージ 受信

72 受信確認の受信 受信 工事請負契約外請求メッセージ ← 工事請負契約外請求メッセージ 送信

73 ［工事請負契約外請求確認］の送信 受信 工事請負契約外請求確認メッセージ ← 工事請負契約外請求確認メッセージ 送信

74 受信確認の受信 送信 工事請負契約外請求確認メッセージ → 工事請負契約外請求確認メッセージ 受信

請
負
契
約
外

出
来
高

立
替

支
払

電子契約の
｢技術的基準｣
をクリアしてい
るか。
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